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♪ 子どもたちの手で… 

 子どもたちが登校をしてくる朝の時間、中校舎の昇降

口で自主的に下駄箱の靴のかかとをキレイにそろえてく

れる５年生の子たちが数名います。先生方で下駄箱の整

頓を日々してくださる方がいることは、以前の学校だよ

りでお伝えをしましたが、こういった姿が少しずつ子ど

もたちに伝わり、学校をよりよくしようと自主的に取り

組む子どもたちの様子に成長を感じ、嬉しく思います。 

 今年度の学校経営方針の中に、「凡事徹底」「児童を主体

とした自治活動の推進」というキーワードが出てくる項

目があります。「未来の社会を担う人材」を育成する視点

からも、子どもたちの手で学校を自治し、自分たちの思い

を中心に日ごろの当たり前の生活を大切にすることから学校生活をよりよくしていってほしいと願います。

私たち教職員も、児童会・委員会活動等のあり方、各学年・学級の諸活動のあり方について、子どもたちが主

体となって活動できるよう常にアップデートを心がけることで、子どもたちの成長を応援していきたいと思

います。今後も校内のあちこちで、自分たちの思い、自分たちの力を発揮して、かにっこたちがよりよい学校

づくりを進めてくれることを楽しみにしています！ 

 

♪ 「連絡帳の ICＴ活用」に関する試行について（お願い） 

 ２０１９年から全国の小中学校で開始された「GIGA スクール構想」の推進により、学校では児童生徒一人

ずつにタブレット端末が貸与され、授業や学校生活のさまざまな場面での活用が進んでいます。本校でも、授

業で互いの考えを交流する場面、自身の疑問について調べる場面など、タブレット端末の使用は、すっかり日

常となっています。そのような中、学校として ICT のさらなる推進、そして児童の活用力向上を目指した取

組の一環として、「連絡帳の ICT 活用」の試行を、以下の内容で１９日（月）から順次開始します。今回の試

行を通じて、これまで行っていた連絡帳や配付物の家族以外の児童による受け渡しについては、安全面等に配

慮をして減らす方向で下記の運用を進めていけたらと考えています。皆様のご理解ご協力、よろしくお願いた

します。 

 

＜ＩＣＴ活用の主な内容について＞ 

① ご家庭からの欠席連絡について 

ご家庭からの欠席連絡は、これまで主な方法を「連絡帳」、補助的な方法を「きずなネット」としてい

ましたが、１９日（月）からは、主な方法を「きずなネット」への入力とします。欠席時に、兄弟姉妹や

他のお子様を通じた「連絡帳」の持参は原則不要とします。 

 

 ② 学校からご家庭への時間割等の連絡について 

   欠席時に「連絡帳」を通じて行っていたご家庭への時間割等の連絡については、「きずなネット」によ

る連絡の活用も推進します。ご家庭にて、お子様への伝達にご協力をいただきますようお願いいたします。

ちがいは宝物 ～響かせよう！蟹江のハーモニー～ 



また学年・学級によっては、タブレット端末の持ち帰りにより、学習用アプリを通じて児童に直接連絡が

いく場合もあります。 

欠席時の配付物について、学校と保護者間で「連絡帳」の受け渡しをしない場合は、児童の登校再開時

に渡すこととします。欠席当日に渡す必要がある配付物については、学校から電話やきずなネットにて保

護者に連絡をさせていただきます。その際はお手数をおかけしますが、保護者の方にて学校まで取りに来

ていただきますよう、ご協力をお願いいたします（兄弟姉妹が在校する場合はお子様に渡すことも可能で

す。学校からの連絡の際にお伝えいただくか、きずなネットで欠席連絡を入力する際、【連絡内容】に「配

付物あれば兄弟姉妹へ」と入力をお願いいたします）。 

 

 ③ 心配事などの相談等について 

   何かお困りごとがありましたら、お電話による連絡を原則としつつ、「きずなネット」の欠席連絡から、

【連絡区分】で【その他】を選択していただき、【連絡内容】に相談内容のご入力も可能とします。 

なお、「きずなネット」への連絡入力は、これまでと同様に当日の朝８時２０分まで可能となっていま

す。翌日以降の日付指定で８時２０分以降に相談を入力された場合は、内容の確認が翌日以降（翌日が週

末の場合は次の授業日以降）になる可能性があります。お急ぎの内容につきましては、お電話にて連絡を

していただきますようよろしくお願いいたします。 

 

 ④ 子どもたちの連絡確認について 

   毎日の時間割や持ち物の連絡について、各学年・学級の状況に合わせつつ、タブレット端末を活用して

行うことも開始します。子どもたちが連絡帳の記載をする代わりに、学年・学級によってはタブレット端

末を持ち帰って連絡内容の確認をすることもあります。なお、学校では、「連絡帳を書くことも学習」と

いう視点も大切にしながら、タブレット端末の活用について検討をします。状況によっては、タブレット

端末と連絡帳を併用する場合もあります。ご承知おきください。 


